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第 181回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『正しい動機で、確信を持って』 〜 賢くなる 〜 

 

2023 年 6 月 18 日、2008 年から始めている『東久留米がん哲学外来 in メデイカルカフェ』

（CAJ に於いて）に赴いた（画像）。 初めて参加された方もおられ、また個人面談の機会

も与えれた。 まさに『正しい動機で、確信を持って』の確認の大変貴重の時であった。 

 

その後、2007年から始めた読書会を行なった(東久留米駅東口の『イースト サイド カフェ 

& ダイニング』に於いて)。 今回は、『武士道』[新渡戸稲造(1862 -1933)著 矢内原忠雄(1893 

– 1961)訳、岩波書店]の第 15章『武士道の感化』であった。 質問もあり、大変充実した交

わりの読書会であった。 まさに、15 章に記述されている『仲間の間に ただ一人の賢者が

あればよい、しからば すべてが賢くなる。それほど伝染は速かである』の復習であった。 

 

筆者は、英文で書かれた『代表的日本人』[内村鑑三(1861〜1930)著 鈴木範久訳、岩波文庫]

と『武士道』(新渡戸稲造著 矢内原忠雄訳、岩波書店）を交互に 毎月、参加者と音読しな

がら進めている。 

 

終了後、初めて参加された方と wife も含めて５人と東久留米ジョナサンで夕食の時をもっ

た。年内に渋谷で、市民公開シンポジウム『居場所 〜 First Contact Team 〜』(案)が企

画されることが決定された。大いに感激した。 時代的要請のテーマであろう。 

 

夜は、『21 世紀のエステル会』の Zoom 会議であった。 9 月 18 日 13：30―15：30『2023

年度 第 6回 21 世紀のエステル会シンポジウム』(会場：白鷺教会に於いて)が決定された。 

テーマ：教会でがん哲学外来カフェを始めた、その後 

教会で始めたカフェのその後（現在の状況）を伺い、参加された方同士も互いに現状を
語り合う時間を設けて、これからのカフェつくりのヒントになるものを得られるように
していく。 
 

タイトル：教会でもがん哲学外来カフェを始めてみたら・・・ ～ 地域に根差す働きとし
て ～ 
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 日程（ 要予約） 2 02 2 年 

4 月 24 日、5 月 22 日、6 月 26 日、7 月３ １ 日、８ 月 2１ 日、 

９ 月 2５ 日、10 月 2３ 日、11 月 27 日、12 月 18 日 

2023 年 

１ 月 29 日、２ 月 26 日、3 月 26 日 

時間： 13 時~ 15 時 

＊変更の場合があります、ホームページにてご確認、ご予約ください。 

予約・お問い合せ： 東久留米がん哲学外来 in メディカルカフェ 

アドレス higashikurume.gg@gm ail.com  

https:/ / www.higashikurume-gantetsu.com 

【主催】東久留米がん哲学外来 【後援】一般社団法人がん哲学外来 


